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日本列島周辺で発生する地震のタイプ

事前の対策で被害を防ごう！

　揺れに弱い古い建物の耐震化や家具の固定、初期消火向上を行った場合、揺れによる建物の全壊棟数や死者数を
大幅に減らすことができます。

防災対策とその効果

山梨県

の結果を
お知らせします。

地震被害
想定調査
の結果を
お知らせします。

地震被害
想定調査

日本は世界有数の地震大国と言われています。多くの死者・行方不明者を出した
東日本大震災（2011年）以降各地で大きな地震が発生し、甚大な被害が生じて
います。
これらを受けて山梨県では、最新の科学的知見や手法、過去の地震から得られた
課題や教訓を踏まえて、約25年ぶりに新たな地震被害想定調査を行いました。
このパンフレットは、山梨県の周辺でどのような地震が発生し、どのくらいの
被害を受けるのか、地震に備えるために何をしたらよいのかを、県民の皆さんに
お知らせするものです。地震から命を守るため、ご自宅での防災対策に役立てて
ください。

※国土交通省では、新耐震基準（1981年以降の建物を建てる際の基準）を満たしている建物は、震度6強から7の大地震であっても
倒壊・崩壊するおそれがないことと定められているため、新耐震基準の建物では人命にかかわるような致命的な破壊には至らず、
例え被害を受けたとしても時間的猶予などがあることから、死者は発生しないとみなしています。
※初期消火とは、出火間もない状態で居住者や隣人等が水や消火器などを用いた消火のことです。

山梨県防災局防災危機管理課
TEL：055-223-1432
メールアドレス：bosai@pref.yamanashi.lg.jp

被害想定に関する質問はこちらまで被害想定に関する質問はこちらまで

山梨県観光キャラクター“武田菱丸”

山梨県

南海トラフの巨大地震の例

○耐震基準が大きく変わった昭和56年5月以前に着工さ
れた住宅は地震による倒壊の恐れがあります。まずは、
ご自宅がいつ建築されたか確認しましょう。

○昭和56年5月以前に着工された木造住宅は市町村で実
施している無料の耐震診断を受けることができます。
耐震診断でご自宅の耐震性をチェックしましょう。

○また、耐震診断で地震により倒壊の恐れがあると診断
された木造住宅の
耐震化には補助金
の制度がありま
す。詳しくは、お住
いの市町村窓口に
お問い合わせくだ
さい。

　地震による被害は、事前の防災対策で減らすことができます。防災対策は私たち個人で行うものから行政で行う
ものまでさまざまです。
　ここでは家庭でできる防災対策の例を紹介します。事前の対策で被害を防ぎましょう！

自宅でできる防災対策

物資を備えよう！自宅の耐震化を検討しましょう！

○身を守る行動ができるように、
家の中で逃げ込める場所を家
族で決めておきましょう。

○連絡方法や集合場所を決めて
おきましょう。

○自宅や学校、勤務先から最寄り
の避難所までの道を確認しま
しょう。

もし地震が起きたら？家族で話し合おう！

○下敷きになるのを防ぐた
め、大きな家具は固定しま
しょう。

○ガラスの飛散対策を行いま
しょう。

○ストーブやガスコンロの周
りに燃えやすいものはあり
ませんか？

家具の地震対策をしよう！

○お住まいの地域はどれくら
い揺れますか？

○地震による土砂災害や液状
化の危険はありますか？

○すぐに避難できるよう、非常
用持出品を準備しましょう。

○地震時には停電や断水が発生
します。食料、飲料水、簡易ト
イレなどを準備しましょう。

○スマホの予備電源やラジオを
用意して、情報源を確保しましょう。

ハザードマップを確認しよう！

○地域の防災訓練や防災セミ
ナーに参加してみましょう。

○山梨県立防災安全センター（中
央市TEL055-273-1048）で
は様々な防災学習を行うこと
ができます。

ご近所さんや周りの人と助け合おう！
　地震災害には、1995年阪神・淡路
大震災のように活断層の活動によ
り発生する活断層型の地震と、
2011年東日本大震災のように海洋
プレートと大陸プレートの境界で
発生する海溝型の地震とがあります。

山梨県の地震

はじめに

耐震化の補助
制度について
はこちらまで

耐震化の補助
制度について
はこちらまで
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地震によって起こること

想定される主な地震と被害

※被害は季節・時間によって変動します。　※合計値は小数点以下の取り扱いによる値が合わない場合があります。震度階級
7 6強 6弱 5強 5弱 4以下

建物等の倒壊 地盤の液状化 集落の孤立ライフラインの被害土砂災害 火災

静岡県から九州にかけて、広い地域で被害が発生
する海溝型の地震です。山梨県は、震源は遠いもの
の、県中心部～南部
にかけて最大震度7
の揺れが発生しま
す。その結果、全壊す
る 建 物 は 6 万 棟 以
上、死者は約3,000
人発生します。

南海トラフの巨大地震
東京都・神奈川県・千葉県にかけて発生する海溝型
の地震です。震源に比較的近い、県東部において、最
大震度6強の揺れが
発生します。その結
果、全壊する建物は
約4,000棟、死者は
約200人発生します。

首都直下地震M7（立川市直下）
山梨県北西部から長野県にかけて発生する活断層
型の地震です。震源が位置する県北西部において、最
大震度7の揺れが発
生します。その結果、
全壊する建物は約2
万棟、死者は約1,000
人発生します。

糸魚川-静岡構造線断層帯中南部区間
山梨県西部において発生する活断層型の地震で
す。震源が位置する県西部において、最大震度7の揺
れが発生します。そ
の結果、全壊する建
物は7万棟以上、死
者は約3,000人発生
します。

糸魚川－静岡構造線断層帯南部区間
今回の被害想定で、最も大きな被害が発生した地震で
す。震源が位置する県中心部において、震度7の揺れが
広く発生します。その
結果、全壊する建物は
9万棟以上、死者は約
4,000人発生します。

曽根丘陵断層帯

山梨県南西部において発生する活断層型の地震で
す。震源が位置する県南西部において、最大震度6強
の揺れが発生しま
す。その結果、全壊す
る建物は約500棟、
死者は約10人発生
します。

身延断層
山梨県南東部から神奈川県・静岡県にかけて発生する
活断層型の地震です。震源に位置する県南東部におい
て、最大震度7の揺れ
が発生します。その結
果、全壊する建物は約
3,000棟、死者は約
100人発生します。

塩沢断層
山梨県東部から神奈川県にかけて発生する活断層型
の地震です。震源が位置する県東部を中心に、最大震度
7の揺れが発生しま
す。その結果、全壊す
る建物は約2,000棟、
死者は約100人発生
します。

扇山断層
山梨県南部から静岡県にかけて発生する地震です。
震源の近い県南部において、最大震度7の揺れが発生
します。その結果、全
壊する建物は2万棟
以上、死者は約1,000
人発生します。

富士川河口断層帯
首都圏を中心に広い地域で被害が発生する海溝型
の地震です。震源に近い県東部を中心に、最大震度7の
揺れが発生します。
その結果、全壊する
建物は約3万棟、死
者は約1,000人発生
します。

（参考）首都直下地震M8（相模トラフ）

　山梨県では、県内に被害をもたらす可能性がある大きな地震を対象として、建物や
人、ライフラインなどがどれくらいの被害を受けるか、科学的な知見に基づいて予測
しました。
　その結果、山梨県の中心に位置する曽根丘陵断層帯で発生する地震による被害が
最も大きく、全壊する建物が9万棟以上、死者が約4,000人、負傷者が約2万人発生
する結果となりました。

各地震の特徴
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